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第 6 章では，前章までの研究結果に基づいて設計試作した 4K ビットと20K ビットの連想メモリ LS
I の性能評価を行い，連想メモリ LSI の構成法の有効性を示しているO
第 7 章では，連想メモリ LSI のもつ高速処理J性能を引出すことができる装置構成法を示し，さらに
連想メモリ装置の情報処理システムへの一つの実用例として， Prolog マシンへの連想メモリ装置の適
用法を考察しているO
第 8 章では， 4 K ビットの連想メモリ LSI を用いて試作した Prolog マシンの具体的な装置構成法
とその試作結果を示し， Prolog マシンへの連想メモリ装置適用の効果を評価して，連想メモリ LSI お
よび連想メモリ装置の実用性を示している。
第 9 章では，本研究を通じて明らかとなった，連想メモリ LSI 開発に関する知見と今後の課題につ







(1) 連想メモリ LSI の検索機能に関し基本的な機能である一致検索機能より高機能なハミング距
離によるあいまい検索機能等の関係検索機能および加算・乗算等の並列処理機能を実現する構成手法
を明らかにしている。
(2) 連想メモリ LSI のプロセッサ機能の構成に関し，大容量化，高速化，使い易さの向上に適した構
成手法を提案し，それらの有効性と設計指針を明らかにしているO
(3) 上記の各種構成手法を統合化して実際に連想メモリ LSI を設計試作し，その有効性を実証している。




し，実用的な連想メモリ LSI を実現したものであり，連想メモリ LSI の設計技術，応用技術の分野
に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文としての価値あるものと認める。
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